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審  査  の  要  旨 
本論文において著者は、多相エマルション‐溶媒蒸発プロセスによる脂質ベシクル形成の特性につい
て、親水性生理活性分子の内包率の向上という観点から解明を試みている。親水性のモデル分子カルセ
インを使用した検討では、カルセインを高い内包率で脂質ベシクルに内包化すると共に、多相エマルショ
ンの微細水滴とほぼ同じ大きさの脂質ベシクルが形成できることを明らかにした。また、外水相の乳化
剤と液中乾燥条件の影響を検討し、内包率に影響を及ぼす３つの内包分子漏出メカニズムを提案した。
さらに、モデル分子で得られた知見を基に、親水性の薬品分子を効率的に脂質ベシクルに内包できるこ
とを示した。これら系統的な実験と論考により、本論文は、多相エマルション‐溶媒蒸発プロセスによ
り、サイズが制御された脂質ベシクルに親水性生理活性分子を効率的に内包化できることを示すと共に、
本プロセスにおける脂質ベシクルの形成特性を明らかにした。得られた成果は、本プロセスによる脂質
ベシクルの形成特性の解明という学術的な意義に加え、生理活性分子を効率的に内包化したキャリアの
作製という産業基盤技術としても有意義であり、高く評価できる。 
平成２９年１月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最
終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
